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医
療
連
携
Ｆ
の
大
切
さ
学
ぶ

雌
陽
陽
外
地
元
の
医
師
」滝
田
氏
を
講
師
に

大
船
渡
市

「デ
ジ
タ
ル

公
民
館
ま

っ
さ
き
」
運
営

協
議
会
（
近
藤
均
会
長
）
は

・３
日
、
同
市
末
崎
町
の
末

崎
地
区
公
民
館

（
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
）
で

「気
仙

に
学
ぶ
！
第
４
回
ま
ち
お

も
い
ト
ー
ク
」
を
開
催
し

た
。
同
町
民
を
中
心
に
市

内
各
地
か
ら
約
５０
人
が
参

加
し
、
地
元
の
医
師

・
滝

田
有
氏
の
講
演
を
通
し
て

医
療
連
携
と
地
域
包
括
ケ

ア
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

「デ
ジ
タ
ル
公
民
館
ま

っ
さ
き
」
は
、
平
成
２４
年

末崎町

度
に
復
興
庁

（
文
部
科
学

省
×
学
び
を
通
じ
た
被
災

地
の
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

再
生
支
援
事
業
」
に
採
択

さ
れ
た
事
業
。
同
公
民
館

を
拠
点
に
地
域
住
民
や
地

域
出
身
者
、
末
崎
地
域
に

関
心
の
あ
る
人
た
ち
が
情

報

ｏ
通
信
に
関
す
る
技
術

を
生
か
し
、
住
民
の
工
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
の
醸
成
、
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
の
人

材
づ
く
り
、
地
域
情
報
発

信
と
ネ

ッ
ト
を
通
じ
た
全

国
と
の
交
流
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

今
回
は
、
滝
田
医
院
の

院
長
や

一
般
社
団
法
人

・

未
来
か
な
え
機
構
の
代
表

理
事
を
務
め
る
滝
田
氏
を

講
師

に
招
き

、
「住
民
参

加
で
進
め
よ
う
！
医
療
連

医
療
連
携
と
地
域
包
括
ケ

ア
の
大
切
さ
を
学
ぶ
第
４

回
ま
ち
お
も
い
ト
ー
ク
＝

末
崎
地
区
公
民
館

携
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講

演
を
実
施
。
気
仙
地
域
の

医
療
関
係
者
と
介
護

・
保

健
福
祉
関
係
者
が
手
を
携

え
、
在
宅
診
療

・
看
護

・

介
護

・
健
康
づ
く
り
と
住

民
自
身
の
自
助

・
共
助
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
む
、

先
進
的
な
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

滝
田
氏
は
東
日
本
大
震

災
の
時
の
状
況
を
振
り
返

り

な

が

ら

、
「
正

直

な

話
、
人
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
し
て
気
を
紛
ら
わ
せ

た
か

っ
た

，
と
未
来
か
な

え
機
構
の
成
り
立
ち
を
紹

介
。
古
代
中
国
で
使
わ
れ

た
青
銅
器

「
鼎

（
か
な

え
と

が
名
前
の
由
来
で

あ
る
こ
と
や
、
「鼎
は
大

き
な
容
器
を
３
本
の
足
で

支
え
て
い
る
形
が
特
徴
。

こ
の
容
器
は
住
人

で
あ

り

、
ス
医
療

・
介
護

・

行
政
、
気
仙
３
市
町
と
い

馴
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）
三
つ
が
連
携
し
て

住
民
を
支
え
る
』
と
い
う

意
味
合
い
」
な
ど
と
語

っ

た
。ま

た
、
医
療
資
源

（
医

療

・
介
護
従
事
者
）
が
気

仙
地
域
に
は
少
な
い
こ
と

を
挙
げ

、
「手

に
手
を
取

り
合

っ
て
無
駄
の
な
い
仕

事
が

で
き
れ
ば
、
住
民
の

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
連
携

の
大
切
さ
を
訴
え
た
。
参

加
者
た
ち
は
真
剣
な
表
情

で
滝
田
氏
の
話
を
傾
聴
し

て
い
た
。


